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研究成果の概要（和文）：日本の外国人就労者である日系ブラジル人は、ホスト社会、エスニッ
ク集団、ホームランドの 3 社会に同時に存在している。エスニック集団はホスト社会に組み込
まれたものであるが、ホームランドとの繋がりを維持しているのは、ＩＴ機器や携帯電話とい
った容易で安価で迅速なコミュニケーション手段の普及の結果である。すなわち、物理的に存
在しているホスト社会は、ブラジル人就労者にとっては絶対的空間であり、種々のコミュニケ
ーション手段によって社会的関係を維持しているホームランドは相対的空間である。この 2つ
の空間に人が生きているということは、グローバル化時代だからこそ可能となったことである。

研究成果の概要（英文）：Japanese Brazilians as foreign workers in Japan have been living
concurrently in three dissimilar societies, namely those of their host country, their
ethnic group, and their homeland. Their ethnic group however is incorporated within their
host society of Japan, and what enables their maintenance of links with their homeland
is the widespread proliferation of inexpensive electronic devices, such as personal
computers, cellular phones, videophones, and so on. That is to say, the host society they
physically inhabit would constitute for them an absolute space, while the homeland with
which they maintain links through utilizing of a variety of communication devices, would
be for them a space that is relative. The fact that individuals are able to subsist thus
in two different spaces, is an outcome of nothing less than globalization.
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１．研究開始当初の背景
1980 年代半ば以来、外国人労働者の増加を経
験してきた日本では、国内のブラジル人労働
者やその家族の問題に関する経済、社会、文
化、法律といった多様な分野から研究がなさ
れてきた。これら成果はいずれも日本の外国

人研究という意味で、日本研究に留まる。外
国人労働者としての移民を挟んでの送出地
ホームランドと受入地のホスト社会との社
会文化的な相互作用に関するダイナミック
な研究は、日本ではほとんどなされてこなか
った。そこで、ホームランドとホスト社会の
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相互関係を把握することが、グローバル化時
代の国境を越えたダイナミックな人の移動
の理解に資することになるとして、本研究が
意図された。

２．研究の目的
日本におけるブラジルからの就労者（「デカ
セギ」と呼ぶ）のホームランドとの関係およ
びそのホームランドの社会変化を把握する
ことを目的とする。本調査により、グローバ
ル化時代の国境を越えての人の移動とそこ
に展開するホームランドとの社会・文化・経
済の諸変化を捉え、日本のグローバル化時代
の具体的事例を提示する。

３．研究の方法
（1）参与観察

①ホスト社会日本では浜松市、豊橋市、豊
田市、大泉町のブラジル人及びコミュニティ
の調査。

②ホームランドとのブラジルではサンパ
ウロ州のバストス市とサンパウロ大都市圏
における「デカセギ」経験者及びその家族の
調査。

（2）アンケート調査
①愛知県 6 市（豊田、岡崎、豊橋、安城、

小牧、名古屋）、岐阜県 2 市（加古、大垣）、
滋賀県 2 市（湖南、長浜）、静岡県 5市（浜
松、磐田、袋井、掛川、富士）、長野県上田
市、三重県 2市（四日市、鈴鹿）、群馬県大
泉町にて、2009 年 7 月 13 日―8月 4日にブ
ラジル人及びペルー人総数 683人に社会経済
生活に関するアンケート調査。
②サンパウロ大都市圏にて「デカセギ」経

験者あるいはその家族 183 人に対して、日本
での生活及び帰国後の生活について、2010 年
8 月 30 日―11 月 15 日にアンケート調査。

（3）調査結果の分析、考察

４．研究成果
（1）被調査者の属性
①男性の割合が高い「デカセギ」
グローバル化時代の人の移動の特徴の一

つとして、女性化が指摘されているが、日系
ブラジル人の場合は、就労を目的に一時的に
日本に滞在することを意図して来日してい
ることから、男性が 6割を占めた。とはいえ、
女性が 4 割を占めているということは、人の
移動の女性化というグローバル化時代の現
象も観られた。
②「デカセギ」の中心的な年代
稼働力の大きい30－40歳代が被調査者の6

割以上を占める（図 1 参照）。
③「デカセギ」の主な出生地はサンパウロ
26 州からなるブラジルで、デカセギ・ブラ

ジル人の半数以上はサンパウロ州出身者で、
しかも都市生活者である。
④相対的に高い学歴
25 歳以上のブラジル人の平均就学年数は

7.6 年（2007 年）である。これに対し被調査
者のデカセギ・ブラジル人の 3割以上が就学
年数 11 年あるいは 12 年の高校修了者、就学
年数 15 年以上の大学卒業者は 2 割を占めて
いた。ホームランドで大学卒業後、企業の営
業職や事務職に就いていた者が、ホスト社会
日本でそのキャリアを活かされることはほ
とんどない。
（2）ホスト社会日本の生活
①就労期間
ホスト社会滞在者とホームランドに戻っ

た者の調査結果をまとめると、就労者の３割
から６割弱が、ホスト社会での就労期間が１
年以上 10 年未満であった。ホスト社会での
滞在期間が 15 年以上に及ぶものは被調査者
の４分の１を占めていた。つまり、デカセ
ギ・ブラジル人は、10 年未満で帰国するか、
15 年以上ホスト社会に留まるかに分かれる
ことになる。
ホームランドに戻った理由、すなわち「蓄

財を果たした」「ブラジルで仕事が見つかっ
た」「日本での失業」といった明確な理由を
記したものは、3 割強に過ぎない。ホームラ
ンドで好条件の就労が可能となると、ホーム
ランドに戻ると推察される。
②デカセギは熱心な送金者

被調査者の 6割はホームランドに送金して
いた。ホームランドのブラジル以外で生活し
ている海外在住ブラジル人のうち、日本に滞
在するブラジル人はおよそ 1 割で、このデカ
セギ・ブラジル人がホームランドに送金して
いる総額は世界各国のブラジル人が送金し
ている総額の 3 分の１に当たる。デカセギは
ホスト社会で勤勉な就労者であると同時に、
米国や英国の場合と異なり、日本では合法的
な就労外国人であることの結果である。
③エスニック・コミュニティ

食料品店、生活雑貨、レストラン、旅行会
社、携帯電話会社、銀行、就労斡旋業、新聞、
法律相談、相互扶助団体、教育機関など、幅
広い業種のエスニック・ビジネスが展開して
いる。さらに相互扶助団体も組織化されてお
り、職場では日本語が必要でも、それ以外の
生活ではポルトガル語による「ブラジル式の
生活」が可能である。
キリスト教会はエスニック・コミュニティ

の構成要素として重要である。宣教師はホー
ムランドから派遣されているか、コミュニテ
ィ内の伝道者が活動を展開しており、教会は
ホスト社会とホームランドを繋ぐ役割を担
っている。
④日本での相談相手

悩み事を相談する相手は、「日本にいるブ



ラジル人の友人」あるいは「日本にいる家族
や親族」である。同時に地方行政の窓口でホ
スト社会の制度上の問題を相談している。ホ
スト社会の言語運用能力に限界がある外国
人就労者がホスト社会の行政機関から必要
な情報を入手しているということは、地方自
治体が通訳者や翻訳者を配置してブラジル
人就労者に対応できる体制を整えていると
いうことになる。
（3）ホームランドとの繋がり
①ホームランドの情報入手法
被調査者の 7割以上がＰＣを使用してホー

ムランドの情報を入手し、6 割以上はホーム
ランドのテレビや雑誌を利用し、友人や知人
からの情報は 4 割以上に上った。ホームラン
ドの情報源を持たないとするものは 1％にも
満たず、ホームランドの情報を積極的に入手
しようとする姿勢とそれを支えているのは
ＩＴ機器の普及であった。
②ホームランドの親族・友人との連絡方法

ホームランドと連絡をとりあっていない
ものは被調査者の 2％に達しておらず、ほと
んどのデカセギ・ブラジル人はホームランド
と頻繁な連絡をとりあっている。「手紙」の
利用者もいるが、その主な手段は、ＰＣメー
ル、ＰＣ電話、携帯電話といったＩＴ機器で
あった。
③ホームランドでの再適応
再適応に苦労したと答えた者は、被調査者

の 4割強で、そのうち就労問題がおよそ半分
を占めていた。その他は「生活のリズムの違
い」「ホームランドの変化」「友人関係」とい
った時間が解決する問題であった。「教育の
問題」を訴えた者がいた。学齢期の子どもを
連れて帰国した者 27 人のうち、教育の適応
に問題を抱えたものは 6人であった。これは、
問題があるとして保護者が認識している数
値であるので、実態より低い数値である。社
会化の一過程である教育が、依然国家を単位
とした社会の成員の育成に留まっている現
在、第一次社会化の過程にある年少者が、ホ
スト社会で過ごす時間が長ければ長いほど、
就労者である親の世界、つまりホスト社会と
ホームランドのふたつの社会空間によって
形成されている世界と子どもの世界とには
齟齬が生じることになる。
（4）まとめ

①日本のブラジル人就労者は、永住ではな
く、ある一定期間の就労を目的にホスト社会
に滞在している。

②外国人就労者としてデカセギ・ブラジル
人は日本の地方社会に多言語多文化の存在
を認識させかつ体験させた。

③デカセギ・ブラジル人はホスト社会日本
でエスニック・コミュニティを形成している。
この社会集団がホスト社会とホームランド
を繋ぎ、さらにＩＴ機器を用いることによっ

て、デカセギ・ブラジル人はこれら二つの社
会空間に同時存在することが可能となって
いる（図２参照）。
グローバル化時代に迅速で安価なコミュ

ニケーション手段が普及し、越境が容易とな
っても、親世代と子世代の心象世界の乖離を
埋めることは依然困難である。

図１ 年齢分布（2009 年）

図２ デカセギ・ブラジル人の世界

執筆者作成
（5）貢献と今後の展望

①日本の特定の地域に留まらないデカセ
ギ・ブラジル人の生活の諸側面を数値化して
示したことは最初の試みである。
②越境する人々の世界をダイニックにか

つ可視的に把握したことは最初の試みであ
る。
③デカセギ・ブラジル人のホスト社会とホ

ームランドを同時にかつ有機的に結び付け
たことにより、日本の外国人就労者研究の新
しい視点をもたらした。
④21 世紀あるいはグローバル化時代の新

しい世界観の方向性提示した。今後はこの精
緻化が必要である。
⑤日本におけるブラジル人以外の外国人

就労者のホームランドとホスト社会の繋が
りに関する同様の調査研究をすることによ
り、日本社会の外国人の姿の多様性と外国人
就労者のマイノリティとしての問題を指摘
することが可能となる。さらに、日本以外の
外国人就労者研究と比較することによって
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外国人に対する日本社会の新しい視点を開
くことができる。
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